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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 237.89 k㎡

人口 6,927 人
(R6.12.1現在)

公立中学校数 2 校

公立中学校生徒数 137 人

部活動数 11 部活

市区町村の協
議会・検討会議
等の設置状況

設置済み

市区町村の推進
計画・ガイドライン
等の策定状況

策定に向けて準備中

１．本町の現状
・本町には２つの中学校があり、部活動変遷の
歴史はそれぞれである。平成29年3月に「一般
社団法人スポーツリンク白川」が発足して以降、
学校部活動と連携した地域クラブ活動の運営
主体としてその役割を果たしている。今後は学校
再編（中学校の統合）を視野に入れ、平日の
活動を含めた部活動の地域移行について、本町
の実情に即した内容で進める必要がある。

２．本町の目標
・中学校統合を見据え、令和９年度から平日・
休日ともに地域クラブとして実施する。
・令和５年度から令和８年度は段階的に移行
していく。
○種目等
現在の種目を維持するとともに、スポ少の種目を続けら
れるよう工夫する。
多様なスポーツ活動、文化活動、多種目・多世代・多
志向に対応するよう工夫する。
○運営団体
スポーツリンク白川が活動時間、場所、連絡、指導者
確保等について運営する。

３．本町の課題
・地域指導者の確保や研修機会の充実のほか、
統一的な謝金の在り方（財源の確保）、２つ
の中学校との連携（活動時間や活動場所な
ど）が必要不可欠であり、運営団体となる一般
社団法人スポーツリンク白川の体制強化が課題
である。
※具体的には・・・クラブガイドラインの作成、中
学校の部活動をどうするか、平日のクラブ終了後
の帰宅バスをどうするか（休日の移動支援も含
めて）、指導者謝金の財源確保、クラブ運営
費の在り方、地域未来塾（学校地域協働活
動）の継続と充実 など

４．本町の方向性
～部活動の地域移行（子どものスポーツ活動）
を含めた「まち全体のスポーツ環境の整備」～
・町教育委員会、中学校、スポーツリンク白川な
ど関係機関の連絡・調整役を担うコーディネー
ターを設置し、今後の方向性を踏まえた各種規
定の整備を行う。更には中学校の統合を視野に
入れた体制の整備について「新しい学校づくり検
討委員会」等において協議・検討を進める。
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担
○教育委員会（学校教育係）
・白川町の部活動地域移行に係る窓口
・県担当課との連絡・連携
・「白川町新しい学校づくり検討委員会」の事務局

○教育委員会（生涯学習係）地域移行コーディネーター

・市町村コーディネーターの配置（兼務１名）

・各中学校及びスポーツリンク、関係機関との連絡・調整役

令和６年４月 推進体制に関する内部協議

令和６年４月
国庫委託事業の実施（2年目）
（R6地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ活動体制
整備事業）

令和６年４月 佐見地区スポーツリンクバスの運
行

令和６年７月 町部活動地域移行推進会議の開
催（7/3開催 29名の参加）

令和６年９月 白川中学校部活動育成会への参
加

令和６年１１月 第１１回新しい学校づくり検討委
員会の開催（11/18開催）

令和６年１２月 令和７年度予算検討・要求

令和７年２・３月 地域指導者謝金の支払い

随時 関係機関との打ち合わせ

随時 可茂地区コーディネーターとの定
期打ち合わせ
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること
中学校数 ２校 実施した地域クラブ総数 ７ クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ５クラブ（５ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ２クラブ（NEXUS、BLAZE含む）

全体の指導者数 ２０人（R6.12現在） 全体の運営スタッフ数 各クラブ保護者代表 ７名

②各クラブに関すること（白川中学校）

クラブ名 運営団体種別
種目

※新規のものは末尾
に（新）を付ける

実施回数 実施時間
帯

参加者
（学年別） 実施期間 活動場所 指導者

数
運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

大会
参加方法

野球 地域スポーツ団
体等運営型 軟式野球 平日２日間

土日どちらか
平日：夜間
休日：日中 １年生２名 通年 川辺中グラウ

ンドほか ２ 人
１ 人
※川辺中等との
合同チーム

中体連：地域クラブ
その他：地域クラブ

男子バスケット
ボール

地域スポーツ団
体等運営型

バスケットボー
ル

平日２日間
土日どちらか

平日：夜間
休日：日中

１年生５名
２年生３名 通年 白川中

体育館ほか ４ 人 １ 人 中体連：部活動
その他：地域クラブ

女子バスケット
ボール

地域スポーツ団
体等運営型

バスケットボー
ル

平日２日間
土日どちらか

平日：夜間
休日：日中

１年生０名
２年生０名 通年 白川中

体育館ほか ３ 人 １ 人 ※現在休部中

女子バレーボー
ル

地域スポーツ団
体等運営型 バレーボール 平日２日間

土日どちらか
平日：夜間
休日：日中

１年生５名
２年生７名 通年 白川中

体育館ほか ２ 人 １ 人 中体連：部活動
その他：地域クラブ

男女剣道 地域スポーツ団
体等運営型 剣道 平日１日間

土日どちらか
平日：夜間
休日：日中

１年生１名
２年生５名 通年 白川中

柔剣道場ほか ４ 人 １ 人 中体連：地域クラブ
その他：地域クラブ

男子バレーボー
ル
（NEXUS）

地域スポーツ団
体等運営型 バレーボール 平日２日間

土日どちらか
平日：夜間
休日：日中

１年生５名
２年生８名 通年 白川中

体育館ほか ４ 人 １ 人 中体連：地域クラブ
その他：地域クラブ

女子ソフトボー
ル
（BLAZE）

地域スポーツ団
体等運営型 ソフトボール 平日２日間

土日どちらか
平日：夜間
休日：日中

１年生２名
２年生２名 通年 白川中

グラウンドほか １ 人 １人 中体連：地域クラブ
その他：地域クラブ
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

野球、バスケットボール、バレーボール、剣
道、ソフトボール、吹奏楽

運営団体名 （一社）スポーツリンク白川

期間と日数 平日：週に２回程度（１回２時間）
休日：週に１回程度（１日３時間）

指導者の主な属性 学校長及びスポーツリンク白川が委嘱す
る地域指導者

活動場所 町内（白川中学校体育館・グラウンド）
ほか

主な移動手段 保護者による送迎又は町が運行するバス
（佐見地区スポリンバス）

１人あたりの参加会費
等（年額）

スポーツリンク年会費：
（中学生）1,000円
各クラブの会費：
30,000円～36,000円程度

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●スポーツリンク クラブ活動概要

●指導者
役割：クラブ員に対する技術指導等を行う

●クラブ代表者 １ 名（保護者代表）
役割：クラブ全般の運営及び学校・指導者等との連絡調整を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等
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取組内容

2.実証内容と成果

○教員OBによる「部活動地域
移行コーディネータを配置し、運
営団体（スポーツリンク白川）、
各中学校、各クラブとの調整・連
携を図った。
○R6.7.3 町部活動地域移
行推進会議を開催し、「子どもた
ちのスポーツ環境のあり方」につい
てワークショップを開催した。
○R6.11.18 第11回新しい
学校づくり検討委員会を開催し、
「今後の児童生徒のスポーツ・文
化活動のあり方」を検討した。

○コーディネーターを配置したことにより、関係団体との連絡調
整・会議運営等を円滑に行うことができた。
○諸課題に関しては、コーディネーターが調整役となり、課題解
決に向けた話し合いの機会を持つことができた。
○中学校区を超えた参加者の情報交換・意見交流の場を持
つことができた。
○7.3開催のワークショップで出された意見や課題等に関し、
11.18開催の新しい学校づくり検討委員会での検討に繋げる
ことができた。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

・県の可茂地区コーディネーター、運営団体、町担当者との定期的な情
報交換の場を持つことができた。
・中学校部活動育成会に参加し、町からの情報提供とあわせ、地域移
行に関する意見・質疑等を伺った。

・単独の市町村では成立しないクラブ活動（例：白川中学校野球クラ
ブ）に関し、相手先との連絡調整・課題解決に向けてコーディネーターが
調整役を果たす必要がある。
・令和１１年度に統合が予定されている黒川中学校の地域移行に関し
て、学校関係者・PTA等との円滑な協議を進めていく必要がある。

7/3 町部活動地域移行推進会議でのワークショップで出
された意見
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取組内容

2.実証内容と成果

○令和６年４月以降の指導に関
し、指導記録簿を作成し、それを基
に指導者謝金の支給を行った。
○令和５，６年度の２年間の実
施により地域クラブ運営のための謝
金必要額（指導回数・指導時間
数）を把握するとともに、謝金単価
を検証することができた。

令和６年度地域指導者謝金の状況（R6.12月分まで）
１．指導回数 1,198回
２．総指導時間数 3,716時間
３．支払時間数 2,544時間
４．時間単価 400円
５．謝金支払額 1,017,600円
６．年間見込み 1,340,000円

（3,350時間×400円）
※時間単価1,000円の場合 3,350千円

20名（R6.12現在）

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

地域指導者数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

20代 ２名
30代 ４名
40代 ６名
50代 ５名
60代以上 ３名

地域指導者の年齢構成

・軟式野球
・バスケットボール
・バレーボール
・剣道
・ソフトボール

種目
○地域指導者の委嘱
・クラブ代表者（保護者
会長）は、地域指導者
の承諾を得たうえで学校
及びスポーツリンク白川
宛に推薦書を提出する。
（任期は、１年間）

登録方法登録者属性
○職業
・会社員 １２名
（うち公務員 ５名）
・教員 ４名
・自営業 ４名

今後の課題と対応方針

○地域指導者の指導が献身的で生徒の満足
度が高い指導が根付いており、今後も学校、保
護者会、地域と連携し、更なる指導者確保に
努める必要がある。
○指導状況の把握により、年間の指導回数、
指導時間数、謝金額を想定することができた。
この成果をもとに持続可能な謝金体系を構築
する必要がある。（謝金単価の設定、財源の
確保など）
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取組内容

2.実証内容と成果

○地域公共交通との連携に関
する取り組み
①町によるスポーツリンクバスの運
行（佐見地区）
②町営自家用有償運送の仕組
みを利用した移動手段の確保
（佐見地区）
○長期休暇中（夏休み・春休
み）における移動手段の確保

〇白川中学校部活動育成会との連携
・スポーツリンクバスの運行に関しては、白川中学校部活動
育成会において保護者代表及び地域指導者（顧問）との情
報共有を行い、バスセンターとの連絡調整等を依頼した。
〇地域公共交通との連携
・長期休業期間中（夏休み等）における送迎として、片道
（行き）のみ町によるスクールバス運行を行ったが、帰りについ
ては、保護者による送迎のほか、地域公共交通との連携で帰
宅の手段を確保することができた。

○現在は、スポーツリンク白川の活動における
佐見地区のみの限定した対応（遠距離通学
に伴う特例措置）であり、今後、中学校の統
合を見据えた対応が課題である。
○移動手段の確保は保護者にとって必要不可
欠であり、高校生の帰宅手段とあわせて地域
公共交通との連携を図る。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

・運行日数 75日間（R6.4～12）
・利用者数 236人（延べ人数）
・運行経費 841,500円
・1回あたり 11,220円
・1人あたり 3,565円

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備
イ：指導者の質の保障・量の確保
ウ：関係団体・分野との連携強化
エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実
カ：参加費用負担の支援等
キ：学校施設の活用等
ク：その他の取組

バス等の運行実績 バスの運行ルート図
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

・２年間の実証事業の成果をもとに、白川町にとって持続可能な地域移行のあり方を
検討するとともに、次の課題に対応する。
○基本方針
・これまでの白川町の部活動の歩みと精神を受け継ぎ、今後も子どもたちがスポーツ・
文化活動ができる環境を構築する。
○具体的な対応
・新しい学校づくり検討委員会（及び専門部会）において関係者との協議を進める。
しかし、部活動改革には送迎の問題、学校の日課との関連、指導者の確保と研修、
財源の確保など、非常に多くの課題があるので慎重に協議を進める。

●今後に向けて

・本町のような小規模校では、生徒数が減少し、部活動が
成立しない（特に団体種目における廃部）、教職員も少
なく専門的な指導ができないなどの問題がある。本町では、
早くから「チャオ白川スポルトクラブ」（平成20年設立～平
成28年）や「スポーツリンク白川」（平成29年）等の組
織を立ち上げ、地域クラブの動きを先行して創ってきたが、
白川中学校と黒川中学校では学校規模、生徒数等、か
なりの違いがある。そこで、中学校統合を見据え、今後の
地域クラブの方針を次のように考えている。

１．クラブ活動
・平日、休日ともに地域クラブとして実施する。
２．種類等
・現在の種目を維持するとともに、スポーツ少年団の
種目を続けられるよう工夫する。
・多様なスポーツ活動、文化活動、多種目・多世
代・多志向に対応するよう工夫する。
３．運営団体
・スポーツリンク白川が活動時間、場所、連絡、指導
者確保など管理している。

（１）運営団体の存在
・本町のスポーツ振興の担い手である一般社団法人スポーツリンク白川が本町の部
活動地域移行の運営団体として体制が整っている。
（２）確立された指導体制
・各地域クラブ（保護者）、学校、スポーツリンクの連携により、スポーツを行う子ど
もたちにとって理想的な指導者体制が確立されている。
（３）指導者謝金の支給・検証
・実証事業の活用により、地域指導者への謝金を支給することができた。
また、年間の指導回数や指導時間を把握することができ、今後の謝金体制の参考
とする。
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2.実証内容と成果③

【懇談会配布資料】

参考資料

令和６年１１月から１２月にかけて町内５地区で開催したまちづくり懇
談会において、学校再編の方針とあわせて「部活や地域クラブ」について

今後の方向性を示した。

広報資料
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2.実証内容と成果③

【懇談会配布資料】

参考資料

令和６年８月３０日に開催された白川中学校部活動育成会に参加し、
部活動地域移行の現状と課題、佐見地区スポーツリンクバスの運行につ

いて各クラブ保護者代表への説明を行った。

広報資料
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【ワークショップによる検討結果】 【ワークショップで出された意見】

【R6.7.3 部活動地域移行推進会議の様子①】 【R6.7.3 部活動地域移行推進会議の様子②】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【7年目を迎えた女子ソフトボールクラブ】 【活動終了後（平日）の移動手段「佐見地区スポーツリンクバス」】

【佐見中学校との統合により活動が充実した男子バスケットボールクラブ】 【指導体制が充実している剣道部クラブ】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

ステークホルダー
町内２中学校（白川中学校・黒川中学校）
運営団体（一社）スポーツリンク白川
教育委員会（町コーディネーター・学校教育係・生涯学習係）
新しい学校づくり検討委員会
経過と実施内容
・令和５年度から町にコーディネーターを設置し、部活動地域移行に関する窓口及び推進体制を整備した。令和５年６月に部活動の地域移行に関す
る説明会を開催し、町の現状と方向性について協議した。その後、令和５年８月に新しい学校づくり検討委員会で「部活動のこれから」と題したブレインス
トーミングを実施した。その他、令和５年１１月に「白川町の学校再編と小･中学校一貫教育について Ver.３ 部活動」と題したチラシを町内全世帯に
配付し、町民向けの広報を実施した。
・令和６年７月には町部活動地域移行推進会議にて「子どもたちにとって望ましいスポーツ（文化）環境とは？」と題し、関係者によるワークショップを行
い、情報共有と課題認識の場を持った。その後、令和６年１１月に新しい学校づくり検討委員会で「町の部活動の変遷、今後の方向性等」について検
討した。同１１月、１２月には、町内５地区においてまちづくり懇談会を開催し、「白川町の学校再編と小・中学校一貫教育について」と題した資料を参
加者に配布・説明を行った。
実施にあたって生じている課題・今後の展開
・白川中学校と黒川中学校の部活動の変遷・現状は異なっており、地域移行の進捗状況にも差異がある。
・令和１１年の学校再編（２中学校の統合）に向けた地域クラブ化について関係者らによる協議が必要である。

令和５年

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ設置、
検討開始 移行期間②

令和６年 令和８年 令和９年

体制整備の検
討、実証事業 移行期間① 移行期間③

地域クラブ活動
の開始
（平日・休日）

令和７年
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

体制整備の検討、
実証事業の実施

移行期間
２年目

移行期間
３年目

移行期間
４年目

地域クラブ活動の
開始 （平日・休

日）

令和６年 令和７年 令和８年 令和９年

令和６年度の実施内容
①推進体制の確立
●町コーディネーター
●スポーツリンク白川
●町内中学校（２校）
●町部活動地域移行推進会議 ほか
②実施内容
●国の実証事業の取り組み
●新しい学校づくり検討委員会での検討
●各種規定等の整備
③課題等
●持続可能な地域移行の体制の確立
●運営団体「スポーツリンク白川」の体制強化
●町独自のガイドラインの作成

ほか

クラブ運営費の在り方検討（会費・保険・活動費・補助金など）

指導者謝金の支払い・謝金体制の検証（財源確保の検討）

移動手段の検討・実証の実施、検証
（通学体制及びスクールバス運行の検討）

白川町「地域クラブガイドライン」の作成

① 国の実証事業を活用した推進体制の整備（実施と検
証）
② 関係者（関係機関及び関係団体）との協議・連携
③ 新しい学校づくり検討委員会（部会）での協議
④ 運営主体となる「スポーツリンク白川」の体制強化

新
た
な
ク
ラ
ブ
活
動
へ
移
行

○黒川中学校 部活動とクラブ活動の共存＋白川中学校のクラブ活動に参加する体制を整備

平日及び休日の部活動地域移行を実施
○白川中学校 部活動とクラブ活動の共存

学
校
の
再
編
（
２
中
学
校
の
統
合
）

令和11年



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

岐阜県 御嵩町

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

岐阜県御嵩町

０５７４－６７－２１１１

学校教育課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 56.69k㎡

人口 約17,606 人

公立中学校数 3 校

公立中学校生徒数 449 人

部活動数 18 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済み

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済み

現在、当町の運動部活動は、男子軟式野球

部、男女バスケットボール部、男女バレーボール

部、男女ソフトテニス部、卓球部の５種目１８

部が活動している。

少子化に伴い、昨年度はサッカー部が廃部と

なった。本年度は複数の中学校が合同チームに

よる活動を行い、女子テニス部を除いた５つの

種目が地域クラブの登録を終え、土日を基本に

地域指導者を中心とした御嵩町地域クラブとし

ての活動を行っている。今後も生徒数の減少が

予想されるため、３つの中学校単体での部活動

やクラブ活動の将来的な存続は難しいものと考

えている。

改革推進期間である３年間で、部員の減少

や指導者不足を克服するために、中学校の枠に

とらわれない合同チームの結成に取り組んできた。

急な変化を避けるために、時間をかけ、種目ごと

に３つの中学校の保護者や指導者が集まって

話し合いをする場を設け、試験的な合同練習や

練習試合を積極的に行うよう協力を求め、本年

度には合同チームを御嵩町地域クラブとして登

録する運動部団体が９つ誕生した。

各学校を主体として行ってきた部活動を町全

体で行うクラブ活動にすることで、練習場所の確

保や保護者の役割分担などで混乱を招くことも

少なくない。
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉学校教育課

・関係機関の調整

・指導者講習会の実施

・御嵩町地域クラブの認定手続き、地域指導者の委嘱

◉生涯学習課

・指導者への謝金の支払い手続き

・地域クラブ支援金の支給手続き

・消耗品購入に係る手続き

令和６年４月
・新入部員の募集
・小学校（PTA総会）での地
域移行説明

令和６年５月
・第１回 部活動地域移行推
進実務者会議
・クラブ活動ニーズ調査

令和６年６月
・地域クラブ指導者謝金の説
明
・各中学校職員向け説明会

令和６年７月
・第２回部活動地域移行推進
実務者会議

令和６年８月 ・地域指導者講習会

令和６年９月
・第１回部活動地域移行推進
懇談会 兼 指導者保護者会議

令和６年１０月
・地域クラブ途中入部案内
・地域クラブ消耗品購入希望
調査

令和６年１１月
・第３回部活動地域移行推進
実務者会議

令和６年１２月
・入学説明会での地域クラブ紹
介
・小学校職員向け説明会

御嵩町

教育委員会学校教育課

御嵩町地域クラブ

（各団体）

学校

生徒対応

生涯学習課

施設管理

みたけスポーツ・文化俱楽部

（総合型地域スポーツクラブ）
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 3 校 実施した地域クラブ総数 9クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） 9クラブ（14 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） 0クラブ

全体の指導者数 17 人 全体の運営スタッフ数 約４３人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

KJ packer
御嵩町
地域クラ

ブ

女子バスケッ
トボール

月 10回／
週 2 回

土日どち
らか半日
金曜
19時～
21時

１年７人
２年５人

３年５人

R6.４月
～

R7.３月

共和中学
校体育館

２ 人
５ 人
（内、兼務０

人）

年会費
12,000円
～18,800
円

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ

M-Glanz
御嵩町
地域クラ
ブ

男子ソフトテ
ニス

月 ５回／
週 １ 回

土日どち
らか半日

1年7人
2年12人

R6.7月
～
R6.3月

向陽中テ
ニスコート

２ 人
５ 人
（内、兼務０
人）

年会費
1,000 円
必要時別途
徴収

中体連：部
活動

その他：地域
クラブ

Asteria

御嵩町
地域クラ
ブ

女子ソフトテ
ニス

月１０回／
週 ２ 回

土日どち
らか半日

水曜
19時～
21時

1年3人
2年2人

R6.10月
～
R6.3月

共和中テ
ニスコート
KYBテニ
スコート

２ 人
４ 人
（内、兼務１
人）

必要時に徴
収

中体連：部
活動
その他：部活
動

K-クラブ
御嵩町
地域クラ
ブ

軟式野球
月１０回／
週 ２ 回

土日どち
らか半日
火曜
19時～
21時

1年13人
2年8人
3年21人

R6.10月
～
R6.3月

共和中グ
ランド

２ 人
５ 人
（内、兼務0
人）

月会費
2,000 円／
年会費
24,000 円

中体連：地
域クラブ
その他：地域
クラブ
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

K-
basketball

御嵩町
地域クラ

ブ

男子バスケッ
トボール

月 10回／
週 2 回

土日どち
らか半日
木曜
19時～
21時

１年９人
２年８人

３年11人

R6.４月
～

R7.３月

共和中学
校体育館

２ 人
５ 人
（内、兼務０

人）

年会費

12,000円

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ

上之郷
（女子バ
レー）

御嵩町
地域クラ
ブ

女子バレー
ボール

月 10回／
週 ２回

土日どち
らか半日
木曜
19時～
21時

1年2人
2年8人
3年0人

R6.４月
～

R7.３月

上之郷中
学校体育
館

２ 人
５ 人
（内、兼務０
人）

月会費
1,000 円
必要時別途
徴収

中体連：部
活動

その他：部活
動

向陽中バ
レーボールク
ラブ（女
子）

御嵩町
地域クラ

ブ

女子バレー
ボール

月５回／
週 １ 回

土日どち
らか半日

1年3人
2年2人

3年0人

R6.10月
～
R6.3月

向陽中学
校体育館

２ 人
５ 人
（内、兼務0

人）

必要時に徴
収

中体連：部
活動
その他：部活
動

上之郷男子
バレーボール
クラブ

御嵩町
地域クラ
ブ

男子バレー
ボール

月１０回／
週 ２ 回

土日どち
らか半日
木曜
19時～
21時

1年2人
2年4人
3年0人

R6.４月
～
R7.３月

上之郷中
学校体育
館

２ 人
５ 人
（内、兼務０
人）

月会費
1,000 円
必要時別途
徴収

中体連：部
活動
その他：部活
動

共和中学校
卓球クラブ

御嵩町
地域クラ
ブ

卓球
月５回／
週 １ 回

土日どち
らか半日

1年6人
2年7人
3年0人

R6.10月
～
R6.3月

共和中学
校体育館

１ 人
４人
（内、兼務０
人）

必要時に徴
収

中体連：なし
その他：地域
クラブ

③その他、体験会やイベント等の開催実績

●随時、見学体験を募集している。 ●クラブ活動紹介動画を作成し、保護者メールを使って町内の小中学生に周知、動画はYOUTUBEで限定公開をした。
●御嵩町地域クラブは3つの中学校での合同活動を基本としている。複数の中学校から入部があり合同で活動することができているクラブが誕生した。
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

バスケットボール

運営団体名 御嵩町地域クラブ

期間と日数
バスケットボール：4月1日 ～3月31日

月10回程度

指導者の主な属性 地域指導者

活動場所 町内中学校施設（体育館等）

主な移動手段 保護者による送迎

１人あたりの参加会費
等（年額）

バスケットボール：約15,000円

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●KJ packer 活動概要

●学校教育課

役割：部活動の地域クラブ化に伴う事務局および、関係機関の連携を行う

●みたけスポーツ・文化俱楽部

役割：クラブの団体登録、個人登録および保険業務を行う

●部活動地域移行推進実務者会議

役割：クラブ化の仕組みを決定するとともに、課題について検討する。

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

御嵩町

教育委員会学校教育課

学校

生徒対応

生涯学習課

施設管理

みたけスポーツ・文化俱楽部

（総合型地域スポーツクラブ）

決定機関

実務者会議

・教育長

・行政担当者

学校長

・文化俱楽部理事

・地域移行コーディネーター

御嵩町地域クラブ

（各団体）

情報発信の場

地域移行懇談会

指導者保護者会議

指導者講習会

職員説明会

入学説明会
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取組内容

2.実証内容と成果

①指導者講習会の実施

②保護者メールやチラシを使った指

導者の募集

③指導者謝金要綱の作成

④指導者謝金制度の試験的実施

32名

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

人材バンクの人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

10代 0名

20代 2名
30代 0名

40代 17名
50代 11名

60代以上 2名

人材バンクの年齢構成

・野球 4名

・バレー 9名

・バスケ 6名

・ｿﾌﾄテニス 8名

・卓球 3名

・水泳 1名

・陸上 1名

種目 資格有無登録者属性

性別

・男性 22名

・女性 10名

職業

・会社員（非正規を含む）

32名

・JSPO 6名

・バスケD級コーチ 2名

・バスケE級審判員 2名

・岐阜県指導者育成研

修会参加 6名

・御嵩町指導者講習会

参加 32名

①指導者講習会の実施

可茂地区部活動地域移行コーディネータを講師とした御嵩町地域指導者講習会

を実施し、指導者に対し、資質向上のための研修の受講や資格取得を促すことがで

きた。

②保護者メールやチラシを使った指導者の募集

保護者メールやチラシを利用して、地域指導者を広く募集し、実際の指導の状況

を踏まえて、継続的な指導を依頼するマッチングの仕組みを整備した。

③指導者謝金要綱の作成 ④指導者謝金制度の試験的実施

指導者謝金制度を整え、指導者が積極的な地域クラブ活動での指導への参加を

促すとともに、指導に携わる責任に対する意識の向上を図った。地域クラブへの申請

があった９つのクラブのうち、８つのクラブ指導者に謝金を支給した。

4

9

6

8

3

1
1

2

1

1

御嵩町種目別指導者登録者数

野球 バレー バスケ テニス

卓球 水泳 陸上 美術

吹奏楽 合唱

第1回 御嵩町地域指導者講習会の様子

可茂地区部活動地域移行コーディネーターによる講演



8

取組内容

2.実証内容と成果

【御嵩町地域クラブ指導者講習会】

・講師：岐阜県地域クラブ活動推進コーディネーター 山本 峰明 氏

・演題：「大事に、大切にしたいこと」

・対象：御嵩町地域クラブおよび部活動の指導者として指導に関わっている人、これ

から関わっていきたいと考えている人、保護者として技術指導等に関わってい

きたいと考えている人

・目的：指導者経験のある方はもちろんのこと、これから指導者としてスポーツや文化

的活動に関わってみたいという方に、指導の心構えや留意点を知ってもらい、

子どもたちへのよりよい指導につなげる。

・工夫した点：講習会の案内を保護者メールで配信し、QRコードから申し込みを

行えるようにした。参加の希望があるが、当日都合がつかない方のた

めに、YOUTUBEの限定公開を利用したオンデマンドでの参加ができ

るようにした。参加した人には講習修了証を配布した。

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保②

指導者研修の内容

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

・生徒は平等に扱うこと、練習内容としては楽しく、そして協調性を見出せるように心がけていきたい

と思います。さらには、生徒たち自らが考え行動していけるような環境を作り出すとともに、それを頭

ごなしに否定せず、チャレンジさせてみることも大切だと思いました。今後の指導の中でしっかりと心

がけていきたいと思います。

・生徒が求めているもの、保護者が求めているもの、そして指導者がふだん思ってやっていることがそ

れぞれ違うことを改めて気付かされました。それを重ね合わせ同じ思いにしていくために、コミュニケー

ションをしっかりととっていく必要があり、自分にはまだまだ足りないところだと思いました。また、とある

高校では上からの指示、トップダウンではなく、子供たち自身で考えていくボトムアップを行っているこ

とを聞きました。動画にもあったように、子どもたち自身で考え行動することが今後の成長につながっ

ていくものだと思うので、そういったことも今後取り組んでいければいいなと感じました。まだまだ経験

が浅く手探り状態ですが、今後の参考になりました。

・子供たちの成長の一助となれるよう、自分も子供たちも楽しめる指導者になりたいです。 子供たち

と話して、何を考えているのか理解し、自分たちで考動できるような指示をしたいと思います。

受講者の声

指導者研修の参加実績

・開催日： 令和6年８月２４日（土）

・開催回数：１回（オンデマンド視聴可）

・参加人数：３０人

野球、バスケットボール６、バレーボール８、ソフトテニス６、卓球３、水泳１、

陸上１、吹奏楽１、美術１、防災１が参加

○今回の講習会のテーマは運動部の指導の際に気を付けたい、生徒の思いや関

わり方についてであった。けがの予防や緊急時の対応等については動画サイトの紹

介にとどまり、講習会後各自で見るよう依頼した。生徒指導上のトラブルへの対応

など、一般の方には難しいテーマについても今後学ぶ場を提供する必要がある。そ

のために複数回の講習会を行いたい。

○御嵩町地域クラブでの指導者として委嘱する条件として県や町の講習会への参

加、もしくはJSPOの指導資格を定めている。講習会で指導者の裾野を広げたい。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

御嵩町では、指導者の確保と質の向上を、地域クラブ化の必須条件とし

て取り組んできた。現状、全ての種目で指導者講習を受講した地域指導

者を配置することができており、当初の想定以上に地域クラブの認定が進ん

でいる。しかし、現在の指導者の年齢は40代、50代が大半であり、持続可

能な活動を考えるとさらに若い世代が指導に加わることが望ましい。本年度

は町の指導者講習の受講を認定の条件の一つにしているが、上位大会出

場等を目指すのであれば、公認競技指導者の資格を取得していく必要が

ある。そのための仕組みづくりが今後必要になってくると思われる。

●今後に向けて

指導者の質の保証・量の確保のために本年度は①から④の取
り組みを中心に行った。

①指導者講習会を行い、指導者認定をすることで指導の質の向
上を図る。
→中学生の実態を知り、求められる指導の在り方を学ぶことで、
実際の指導の際に意識すべきことを明らかにすることができた。講
習会の修了証により指導者として認定することで、自信をもって
取り組む指導者が増えるとともに、指導を受ける生徒や保護者
の安心感につながった。

②人材バンクをつくり、保護者をはじめ地域住民等から広く募集を
行う。
→部活動顧問以外の指導者がいない種目について、講習会を
行ったうえで指導者に認定することで、新たな指導者が誕生した。

③指導者の負担に対して謝礼を支払うことで、方針に則った指導
を徹底する。
→当初、謝金を受け取って指導することに対して抵抗感を持つ指
導者が多くいたが、指導に責任が伴うことを自覚して指導に当た
る指導者が増えた。

④指導者謝礼に関する規定を設定する。
→地域指導者要綱の中に謝金に関する規定を位置づけることで、
責任に対する対価として謝金を受け取る指導者が多くいる。規
定を明らかにすることで部活動のサポーターとしての位置づけの保
護者指導者等との差別化が図られ公平な待遇ができている。

・達成目標として「講習を受講した認定地域指導者を全部活動の8割に配

置する」ことを目標にしていたが、10運動部中9部の指導者が講習を受講

し、地域クラブの認定指導者として指導している。

・総合型地域クラブ（みたけスポーツ・文化俱楽部）への登録を御嵩町地

域クラブの認定条件としていたが、当初の目標である総合型地域クラブ加

入率を5割以上を大きく超え、10運動部中9部が総合型地域クラブに登録

した。

・指導者や保護者役員の声を聞きながら課題を明らかにし、対応策を模索

していく中で、関係者が主体的に地域クラブの仕組みづくりに関わっていくこと

ができるようになってきた。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●アンケート結果

Q.中学生になったらやろうと決めているクラブはありますか? Q.クラブには入らないという理由を教えてください。
2024年12月実施

対象：御嵩町内および組合立中学に入学予定の小学５，６年生

2024年12月実施

対象：御嵩町内および組合立中学に入学予定の小学５，６年生

Q.部活動（クラブ活動）にどんなことを求めていますか?
2024年10月実施

対象：御嵩町内および組合立中学に入学予定の小学５，６年生

Q.地域移行後も地域クラブの指導者として関わっていきたいですか？
2024年7月実施

対象：御嵩町内中学校に勤務する教員

出典：令和6年生児童徒、保護者アンケート
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●アンケート結果（保護者）

Q.地域クラブ活動に所属させる目的は何ですか？

Q.地域クラブ活動の指導者にどんな人を望みますか?

Q.どのような条件であればお子様を地域クラブ活動に参加させたいですか？

2023年7月実施

対象：御嵩町内に小学5年生から中学2年生に子をもつ保護者

2023年7月実施

対象：御嵩町内に小学5年生から中学2年生に子をもつ保護者

Q.地域移行に向けて解決すべき最も大きな課題は何だと思いますか？

2023年7月実施

対象：御嵩町内に小学5年生から中学2年生に子をもつ保護者

2023年7月実施

対象：御嵩町内に小学5年生から中学2年生に子をもつ保護者

出典：令和6年生児童徒、保護者アンケート
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声

保護者の意見

保護者の有志による指導では、一個人に責任が集中しすぎる気がす

るので、あまりやって欲しくないです。外部の指導者にお願いしたいです。

保護者の意見

部活は集団での協調性や皆で一つの目標に向かうという姿勢や挫折や努

力を育むためにも必要だと感じてはいるが…各学校で行うことの難しさも感じ

ています。 特に上之郷では人数の問題が大きく関わってくるので、活動場所

が上之郷になる可能性が低いことも理解はしています。 ですが、送迎方法

など保護者の協力なしでは難しいという点は子どもたちの参加が大変になる

可能性も出てくる為、やりたい事を平等に選べる為にもどの部活を選んでも

参加することが容易である環境があると助かります。

保護者の意見

もし移行時に知識や技術を持って指導できる人がいないクラブの場合、（ク

ラブの内容に詳しくなくても）保護者が代わりに見守り指導等をしないといけ

ないのかが分からないです。 もしそうなら保護者の負担が大きくなるので、指

導者の確保に力を入れていかないといけないのではと思います。

保護者（教員）の意見

クラブのみになると、平日は、放課後など生徒たちの時間があるときに活動でき
ず、保護者が監督できる夜間の活動のみになります。夜間の活動の練習時間
を確保しようとすると、帰りが遅くなり、翌日の学校生活に支障が出ています。
土日は監督できる保護者もいるので、クラブでも生徒たちに不利益は生じませ
んが、平日夜間の活動は、果たして生徒たちによいのか、と疑問です。また土
日にお仕事されている保護者もみえますので、負担はあります。 外部指導者
の方は、生徒たちを思い練習をしてくださいますが、顧問の先生と違い、翌日の
生徒たちの学校生活を想像することが難しいと思います。 もちろん、これまで先
生方がほぼボランティアのような形でやってきてくださったことは存じ上げておりま
す（私も教員です）。

保護者が指導者を探したり、活動場所を探すというのには限界があります。完
全移行までまだ時間がありますので、指導者を探すことなどは、顧問の先生も
協力していただけるとありがたいです。 クラブへの移行で、生徒たちに不利益が
生じないためには、指導者の育成も急務かと思いますし、なにより平日の放課
後の時間帯に指導できる方を確保するシステムが必要かと思います。 例えば、
兼職兼業届けを出した教員が放課後指導者になるというのは無理でしょうか。
部活動の後援会費で賄えるのかはわかりませんが、部活を通して指導できるこ
とも、教員にはあります。 長々と申し訳ありませんが、思うところがあり、書かせ
ていただきました。 なにかと大変かとは思いますが、生徒たちの健全な育成の
一助となる活動だと思いますので、何卒よろしくお願いします。

部活動顧問の意見

最大の課題は予算だと思います。 教員が業務の一環として行っていた部活

動を、十分な予算をつけないまま善意で地域移行するのはなかなか難しいと

思っています。

部活動顧問の意見

保護者で指導者を探すのが大変です クラブも学校単位でなく、町で指導

者を募集してもらえたらありがたい もしくは中学生に限らず大人から小学生

まで一緒にスポーツができるクラブを地域に作り、そこに参加する形もよいと保

護者の間で話がありました。
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2.実証内容と成果③

【生徒への参加啓発チラシ】

参考資料

アンケートの実施（年に2回実施）

対象：町内小学校5年生～中学校2年生の児童生徒とその保護者

各学校部活動顧問

募集案内等の周知方法

きずなメール（保護者メール）を活用し各家庭に送付、部活動指導者

保護者連絡網への登録を促し、謝金受け取り手続き等の情報を発信

出典:2024年10月配布、掲示 出典:2023年10月、2024年3月配布

【指導者募集ちらし】

アンケート結果・広報資料
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2.実証内容と成果③

参考資料

出典:2024年10月

【YOUTUBEでの部員募集動画】

アンケート結果・広報資料
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●ステークホルダー

学校教育課

●経過

土日部活動を保護者クラブで行うこ

とを部活動関係者に周知

●実施にあたって生じた課題

指導者不在の種目の指導を部活動

顧問が継続せざるを得ない。働き方

改革を地域移行の根拠にしたことに

よる、関係者のハレーション。

●実施内容、工夫した点 等

地域移行説明会を開催し、指導者

教職員の勤務状況や働き方改革の

現状を丁寧に伝える。令和8年度に

向けて、徐々に移行を進めていくこと

を説明。

●ステークホルダー

学校教育課、総合型地域クラブ、生
涯学習課、学校

●経過

実施可能な種目から土日部活動を

保護者及び地域指導者によって行う。

部活動の地域連携のための地域クラ

ブについて説明会を実施する。

●実施にあたって生じた課題

部員数が不足している部の合同活

動の必要性、活動の見通し

●実施内容、工夫した点 等

中学校説明会での地域クラブ化に

関わる説明。種目別指導者保護者

会を実施し合同活動についての話し

合いを行う。指導者の募集。

●ステークホルダー

学校教育課、総合型地域クラブ、生
涯学習課、学校

●経過

地域クラブ移行可能な種目から随

時地域クラブに認定。指導者謝金

制度の実施。スポーツクラブ整備事

業への参加。地域指導者講習会の

実施。

●実施にあたって生じた課題

会計手続きに係る負担増、合同クラ

ブ化に伴う物品購入の必要性

●実施内容、工夫した点 等

指導者講習会を実施することで指

導者を広く募集、認定。指導者謝

金制度による指導者の意識改革。

令和４年

協議会設置、
検討開始

地域クラブ化のた
めの下地作り
活動現場での意
見交流

令和５年 令和６年 令和７年

受け皿団体や
指導者の選定、
拠点校の選定
ヒアリング

部活動関係者
との地域連携
の見通しの共
有

地域クラブ活動
の試験的運用

地域クラブ活動
の拡大
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性
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